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第 4 章では，まず従来の光変調器の構造では 広帯域化と高能率化をふi]U、?に得ることがいかに凶難
であるかを考察している。そしてこの問題は光波と変調信号の相対的遅延を利用すれば解決できるこ
とを，集 '1'形および進行波形動作の両方について検汀し，特に進行波形については実験結果をもって
その有効性を明らかにしている。
第 5 章では，光集積回路のための薄膜導波路を用いた電気光学変調器に関して，新しい形の分布ブ
ラッグ反射形光変調素子を提案し理論的検討を行っている。さらに提案した素千がモノリシックなデ
バイスとなりうる均合における問題点を検討している。
第 6 章では，本研究で得られた成果を総括し，今後にむける問題点やI課題について述べている。
門iつ­Aせ
論文の審査結果の要旨
本研究で得られた成果を要約するとつぎのようである。
(1) 新しい形の温度補償光変調器を提案し，理論的，実験的に検討すると共に，光変調器の精密な温
度制御にきわめて有効で、あることを明らかにしている。
(2) 従来達成できなかった光変調器の広帯域化と低電力駆動化の両立問題について，光波と変調信号
の相対的遅延を利用した新しい方法により解決できることを集中形むよび進行波形動作の両方につ
いて示し，実験的にも検討している。
(3) 表面または境界に周期構造を有する光導波路の変調素子への応用を理論的に考察し，新しい形の
光変調素子を得ると共に，モノリシックな光デバイスに適していることを明らかにしている。
以上の研究成果は，光波電子工学の進歩に寄与するところ大であり，博士論文として価値あるもの
と認める。
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